
別紙様式 令和６年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果　分析シート（中学校・義務教育学校後期課程）

１　自校の実技結果と全国平均との比較

握力 上体 長座 反復 シャトル 持久走 ５０ｍ 立幅 ボール

(㎏) (回) (㎝) (点) (回) (秒) (秒) (㎝) (ｍ)

全国 28.91 25.82 44.32 51.49 78.65 411.68 7.99 197.16 20.49 40.90 41.18 41.69

男 自校 33.40 29.80 53.40 55.90 90.00 7.70 214.00 27.30 46.50 52.60 51.60

比較 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全国 23.14 21.47 46.44 45.67 50.48 309.90 8.96 166.22 12.32 47.28 47.08 47.22

女 自校 24.50 22.40 52.40 48.90 58.00 9.20 172.20 15.10 52.90 51.60 51.50

比較 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

※全国平均以上の種目･･･○　　全国平均未満の種目･･･△

２　重点種目の結果についての分析

３　生徒質問紙調査の結果及び分析

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

全国 74.5

男子
全国 90.3

100.0

81.7

運動やスポーツをすることが好きな
生徒の割合

朝食を毎日食べる
生徒の割合

１週間の総運動時間が６０分以上の
生徒の割合

・全国の平均値を男女とも上回った。
・各競技の運動の楽しさや喜びを感じ
られるような授業実施や、各部活動の
自主的主体的な活動できる場の提供を
引続き行っていく。

・全国の平均値を男女とも上回った。
・引続き、栄養教諭や外部講師を招い
た食育授業を行っていく。
・生徒会活動でも、朝食の重要性を発
信する活動を引続き行っていく。

・全国の平均値を男女とも上回った。
・授業や部活動だけでなく、生徒会活
動でも、外で運動する機会を引続き
作っていく。

女子
全国 78.1

自校 85.1 自校 75.0 自校 80.9
女子

全国 76.8
女子

88.2 自校

・全国の平均値は、男子は上回ったも
のの、女子は0.24秒下回っている。
・保健体育の授業において、スタート
ダッシュと中間疾走に重点をおき、体
の使い方と合わせて、力をうまく活か
せる走り方の指導していく。

・全国の平均値を男女とも上回った。
・筋力を高める運動を授業の導入で取
り入れたり、各部活動ごとに競技の特
性を生かした筋力向上の取り組みを継
続してく。

・全国の平均値を男女とも上回った。
・上下動の少ない走法や呼吸法を授業
で指導したり、各部活動では、発達段
階や個人の能力を考慮しながら、引続
き全身持久力向上を目指していく。

男子
全国 90.3

男子
全国

自校 94.2 自校

５０ｍ走 握力 ２０ｍシャトルラン

２年

呉市の重点種目
中学校区の重点種目

※義務教育学校は,自校の重点種目
自校の重点種目

※義務教育学校は,後期課程の重点種目

学校名 中18　川尻中学校

体力合計点
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